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フランスにおける言語区分
●印欧語イタリック語派

オイル語, オック語, 

フランコプロヴァンス語,

カタルーニャ語, コルシカ語

●印欧語ゲルマン語派

フラマン語, アルザス語等

●印欧語ケルト語派

ブルトン語

●孤立した言語

バスク語
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フランスにおける方言学の拠点

●活動中
○現在は研究していない
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フランス方言学の研究領域

•言語地図の発刊継続

•オンライン版言語地図

•オンライン版方言データ

•マルチリンガル言語地図

•方言データに基づく語源研究

•方言使用に関するアンケート調査

•地名研究

•計量方言学
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フランス方言学の
伝統的研究
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フランス言語地図(ALF)(1900年頃)
オンライン版

8
URL：http://lig-tdcge.imag.fr/cartodialect5/#/recherche

検索

ALF 地図１ abeille 「蜜蜂」

http://lig-tdcge.imag.fr/cartodialect5/


フランス言語地図(ALF)の解釈地図

LE DÛ et al. (2005)

ALF 地図１ abeille「蜜蜂」の解釈地図 9



地域別言語地図(20世紀中期～)
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完成
作業中
準備中

1990年頃の進捗状況
(CNRSによる)



地域別言語地図

11

ALPic

ALCB ALLA

ALLG

ALA

ALFCALB
ALCe

ALIFO

ALN

ALBRAM

NALBB

ALAL

ALO

ALG ALLoc

ALLor
ALP

ALJAALLy

ALMC

NALC

ALRé

ALPO

(Pay Basque)

2016年の進捗状況
(BRUN-TRIGAUD 2016)

完成
部分的に発表



地域別言語地図の例
ブルゴーニュ地方言語民族誌地図

(ALB)
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⚫ 1975～1980年発刊（完成）
全3巻、1,800枚

⚫ ルスロ＝ジリエロン音声記号
⚫ フランス言語地図(ALF)や
周辺の地域別言語地図における
同じ標題の地図番号を記載
（参照し易い）
⚫ 製本版（縦50cm×横33cm, 3kg）
⚫ 他の地域別言語地図

- オンライン検索可：ALLy, ALPic

- 南仏の地図（ALAL, ALG, ALLOc, 

ALLOr, ALMC, ALO, ALP）
→ウェブ版オック語語彙辞典

(THESOCで検索可)ALB 地図1224 l’abeille「蜜蜂」
(TAVERDET 1980)

ブルゴーニュ地方



新言語地図

オック語 (南仏語) 新言語地図(2016)

新コルシカ言語民族誌地図(1995)

（地域別言語地図の枠組み）
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海外県の新言語地図

仏領ポリネシア言語地図(2012)

アンティル諸島言語地図(2011)

（地域別言語地図の枠組み）
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フランス方言学の
最近の研究
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アルプス西部地域の音声言語地図(1995)
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⚫ グルノーブル方言学センター
が開発

⚫ フランコプロヴァンス語と
オック語の境界付近(約30地点)

⚫ 日常生活に関係する700語

URL：
http://lulla00005.mutu.firstheberg.net/centrededialect

ologie/atlas/couverture/index.html

http://lig-tdcge.imag.fr/cartodialect5/
http://lulla00005.mutu.firstheberg.net/centrededialectologie/atlas/couverture/index.html


ローヌ=アルプ地域
マルチメディア言語地図(2014-15)
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⚫ グルノーブル方言学センター
が開発

⚫ フランコプロヴァンス語圏、
オック語圏北東部、
スイス西部、イタリア西部

⚫ 45地点
⚫ 日常生活に関わる約800項目
（語と短い文）の録音

URL： https://www.atlas-almura.net/

https://www.atlas-almura.net/?page_id=14
http://lig-tdcge.imag.fr/cartodialect5/
https://www.atlas-almura.net/


音声言語地図(2017)
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⚫ LIMSIとパリ第11大学が開発

⚫ 調査対象地域
・フランス本土(140地点)

・海外県
・ベルギー
・イタリア
・イベリア半島
・その他(地中海沿岸など）

⚫ イソップ寓話「北風と太陽」
・各地点における

読み上げ音声
テキスト化
（方言にのっとって）

フランス本土

URL： https://atlas.limsi.fr/

http://lig-tdcge.imag.fr/cartodialect5/


音声言語地図(2017)
フランス海外県・海外領土
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ギアナ
マルティニック

グアドループ

ニュー
カレドニア

レユニオン

⚫ かつて植民地だった海外領土



音声言語地図(2017)
フランス以外（主に地中海沿岸）
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北アフリカ

ギリシャ
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音声言語地図(2017)
イタリア
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音声言語地図(2017)
ベルギー
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音声言語地図(2017)
イベリア半島、カナリア諸島など
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スペイン
カナリア諸島



ウェブ版オック語語彙辞典 (THESOC)

ウェブ版オック語語彙辞典 Thésaurus Occitan 
(THESOC)

• URL：http://thesaurus.unice.fr/index.html

（フランス語）

•機能

- 語彙データベース

- 形態統語モジュール

24

http://thesaurus.unice.fr/index.html


オック語地域
• オック語：

フランス南部を中心とする地域における言語

複数の方言区分がある

Bec (1973 : 23) 25

オック語



語彙データベース：検索方法

26

語からさがす

地名からさがす

県名からさがす

- 語から探す

例) 「フクロウ（フランス語：chouette）」は

各方言でどのように呼ぶ？

- 地名 / 県名から探す

例) ニースの方言語彙は？

イゼール県の方言語彙は？



語彙データベース：検索結果

- 3種類の音声表記

① IPA表記

②音韻的表記

③レンマ的表記
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コルデアックにおける回答のリスト

「ひばり（フランス語：alouette）」



形態統語モジュール (MMS)

形態統語モジュール Module Morpho-Syntaxique (MMS) 

• ウェブのMMSで扱っている地理的範囲：

橙に色付けされた地点
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形態統語モジュール (MMS)：
検索方法

- 調査項目から探す

例) 「私はここで生まれました。（フランス語：Je 

suis né(e) ici.）」は各方言でどのように言う？

- 地名 / 県名から探す

例) ビラの方言は？

ドルドーニュ県の方言は？

29

調査項目

地名から探す

県名から探す



形態統語モジュール (MMS)：
検索結果
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フランコプロヴァンス語とオック語の調査

https://www.google.com/maps/d/u/0/edit?hl=ja

&mid=1J1CtU2l71VRuRphqtkQmaSe21HLoH

wNR&ll=45.51752326377745%2C1.56014864

44154489&z=6

(Bert et Costa 2009 : 30)を基に作成
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量的調査 (Bert et Costa 2009: 26)

成人 約1000人

•性別，年齢，職業，居住地

•地域語の運用レベル

•教育（初等，中等など）
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量的調査 (Bert et Costa 2009: 28)

小学校最終学年(10-11歳) 約400人

•地域語の使用・理解

例) 標準フランス語 « je le vois »

「私はそれを見る」「私は彼を見る（に会う）」

対象地域の地域語

「私はそれを見る」= « j’y vois»

「私は彼を見る（に会う）」 = « je le vois »
33



質的調査 (Bert et Costa 2009: 29-30)

•被験者の言語的歴史（幼少期・学校）

•実際の言語運用（家庭内・公共の場）

•言語能力の評価

•地域語そのもの，及び地域語の保全・再活性化
に対してのイメージ
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どの年代の人が
地域語を話しているか

35

年齢 30歳
未満

30-40
歳

40-50
歳

50-60
歳

60-70
歳

70-80
歳

80歳
以上

地域語
を上手
に話す
と明言
してい
る人の
割合

2% 0% 1.5% 3.9% 7.2% 14% 30%

Bert et Costa (2009 : 34)



どの県で地域語を話しているか

Bert et Costa (2009 : 35)
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01. アン県

74. オート＝
サヴォワ県

73. サヴォワ県

26. ドローム県

38. イゼール県

07. アルデーシュ県

42. ロワール県

69. ローヌ県

県番号 01 07 26 38 42 69 73 74

地方言語を上手に話
すと明言している人
の割合

NS 11.1% 5% 6.5% NS NS 7.4% 4%

NS = 分母が少ないなどの理由
で意味を成さない数値

(Bert et Costa 2009 : 30)を基に作成



ヨーロッパの研究

37



コルシカ語データベース (BDLC)

コルシカ語データベース

Banque de Données Langue Corse (BDLC)

• URL：https://bdlc.univ-corse.fr/bdlc/corse.php

（フランス語 / コルシカ語）

• 機能

- 語彙辞典

（フランス語

⇔コルシカ語）

- 言語地図

（レンマ、音声） 等

⇒総合データベース 38

https://bdlc.univ-corse.fr/bdlc/corse.php


コルシカ語データベース (BDLC)：
語彙辞典の検索方法

- 検索方法

・フランス語から探す

例) 「ひなげし（フランス語： coquelicot ）」は

コルシカ語でどのように呼ぶ？

・コルシカ語から探す

例) rosulaはフランス語のどの語に対応する？

・テーマから探す

例) 「自然」> 「海」 > 「浜辺」

・地名から探す

例) アジャクシオの方言語彙は？

（※語彙の出現する文脈も参照可能） 39

フランス語から探す

コルシカ語から探す

テーマから探す

地名から探す



コルシカ語データベース (BDLC)：
語彙辞典の検索結果
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コルシカ語データベース (BDLC)：
言語地図（レンマ地図）

- coquelicot「ひなげし」
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コルシカ語データベース (BDLC)：
言語地図（音声地図）

- coquelicot「ひなげし」
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ヨーロッパ言語地図
Atlas Linguarum Europae (ALE)

43

• 1970年プロジェクト開始

•第1巻第9分冊（地図及び解
説）まで発刊済み

•約90言語・方言

•自然・人間・概念的語彙



ヨーロッパ言語地図(ALE)の虹
44



ロマンス語言語地図
Atlas Linguistique Roman (ALiR)
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• 1987年プロジェクト開始

•第2巻bまで発刊済み

•既存の言語地図や辞書か
ら形態を採取

•昆虫・動植物・自然に関
連する語彙



ロマンス語言語地図(ALiR) のアシナシトカゲ
46トカゲの一種で足が退化している



まとめ
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まとめ① -言語地図

•言語地図の種類が豊富

•既存の言語地図のオンライン化の進展

•音声データの視聴

•文法項目・ジャンルなどによる検索

•言語以外の情報へのアクセス
48



まとめ② -方言研究

•動機付け地図を基にした語源・民俗学研究

•アンケートを中心とした，地域語への意識調査

•次世代への継承に有益となる試みの実施

49
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ご清聴ありがとうございました
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